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 平成 28年 12 月の中央教育審議会答申におい 

て育成を目指す資質・能力が資料１のように 

整理された。これを受け，平成 29 年３月に告

示された新学習指導要領では，「何ができるよ

うになるか」，そのために「何を学ぶか」，「ど

のように学ぶか」を意識しながら教育内容や指

導方法を改善していくことが明確化された。 

 平成 20 年告示の学習指導要領における国語 

科の改善の基本方針には「実生活で生きてはた 

らき，各教科の学習の基本ともなる国語の能力 

 

 

を身に付けること」が示された。今回の学習指 

導要領改訂でも児童が学ぶことと自分の人生 

や社会とのつながりを実感しながら，自分の能 

力を引き出し，学習したことを活用して主体的 

に課題解決できる資質・能力の育成に向けた 

教育課程の改善が重視されており，今後一層 

「活用する力」の育成を意識した国語科の授業 

改善が必要であると考えられる。 

 新学習指導要領国語科の目標にも明記され 

たが，国語科は，言語活動を通して資質・能力 

（国語で正確に理解し，適切に表現する資質・ 

能力）を育成する教科である。国語科の学習活 

動は，言葉による記録，要約，論述などの具体 

的な言語活動を通して行われることになる。し 

たがって，国語科の学習で育成すべき資質・能 

力が発揮され，課題解決が実現できる言語活動 

をいかに充実させていくかが重要である。 

また，「活用する力」を育成する国語科の授 

業改善においては，資質・能力の育成に応じた 

言語活動の充実を図ることが重要なポイント 

であると考える。 
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「活用する力」を高める小学校国語科の授業改善 
―小学校第２学年 教材「たんぽぽのちえ」の授業づくりを通して― 

 新学習指導要領では，「何ができるようになるか」を意識した指導が求められている。国語科で

も基礎的な知識・技能を活用して課題を探求することのできる国語の能力（いわゆる「活用する

力」）の育成が求められている。そのためには，実生活の様々な場面における言語活動を通して国

語の能力を身に付ける授業改善を一層推進する必要がある。本稿ではその具体を提案したい。 

【資料１】育成を目指す資質・能力の三つの柱 

対象 

校種 
小学校   義務教育学校 

特別支援学校 



２ 言語活動の更なる充実 

 

３ 言語活動の充実を図る単元づくりの具体 

 

第一次（課題をつかむ・見通す） 

第二次（課題解決のための読み） 

○ 教科書教材「たんぽぽのちえ」を

読む。 

 ・ 「たんぽぽのちえ」を読み，書

かれた内容や説明の仕方について

考える。 

 ・ 時間的な順序を考えながら 

 ・「ちえ」と「わけ」の因果関係を

捉える。 

 ・ 理由を述べる言葉（文末表現）

を知る。 

 

 

第三次（学習の振り返り・学習の価値付け） 

 

 

  

 

 国語科は実生活や各教科等の学習につなが 

る具体的な言語活動を通して指導事項を身に 

付ける教科である（資料２）。 

 国語科における言語活動の充実は，言語能力 

（身に付けたい力）の育成にほかならない。言 

語活動を充実させることにより，課題解決的な 

学習過程を質的に改善することが重要なこと 

である。①単元を通して育成すべき言語能力を 

明確にすること，②言語能力の育成に適した言 

言語活動を選択すること，③言語活動を通して 

言語能力を適切に評価することが授業改善の 

重要なポイントである。 

 さらに，「活用する力」を育成する視点から 

国語科で育成する言語能力が各教科等の言語 

活動（対話や記録，説明，報告，要約など）と 

どのようにつながっていくのかという各教科 

等の学習に役立つ視点をもち，指導計画を工夫 

することも新たな視点に加えたい。 

 以上の「言語活動の充実」の視点に基づく単 

元構成及び評価の工夫について，第２学年「Ｃ 

読むこと」の説明的文章の単元において，具体 

的に示す。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【資料２】学習指導要領における国語科の目標と内容 

【身に付けたい力】 

時間の順序や理由を表す言葉に着目し，様子と

その理由を考えながら，説明的な文章を読むこと。 

〔「Ｃ読むこと」 (1)指導事項イ〕 
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○ 調べた植物の知恵をどんな

ふうに説明したらいいかな。 

○ どんな言葉を使って説明し

たらいいんだろう。 

○ 「たんぽぽのちえ」では，

どんなちえをどのように説明

しているんだろう。 

 

 

○ 「たんぽぽのちえ」で学習した説

明の仕方を生かして，自分で調べた

「植物のちえ」を説明する。 

 ・ 時間的な順序を考えながら 

 ・「ちえ」と「わけ」の因果関係を

考えた文のまとまり 

 ・ 理由を述べる言葉（文末表現）

を使って記述する。 
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小学校第２学年「たんぽぽのちえ」の単元モデル 

① 

② 

③ 

習得 活用 



４ 言語活動を通しての評価の実際 

 

 

 

先述した言語活動を位置付けた課題解決的 

な学習過程においては，教師自身が単元を通し

てどのような言語能力が身に付いたかを的確

に評価することが重要なポイントになる。第三

次での言語活動を通して児童の言語能力をど

のように評価するのかを具体化しておく必要

がある。児童が学習成果や自己の成長を実感す

るためには，具体的な評価の目安が必要である。 

そこで，目標の達成の度合いを判断するため 

の目安として「判断の要素」を設定するととも

に，それを具体化した尺度として「判断基準」

を設定することを提案したい（「指導資料 国

語 第 137 号」参照）。「判断基準」を設定する

ことにより，的確な評価と適切な指導を可能に

し，指導と評価の一体化を図ることができる。

「判断の要素」及び「判断基準」の設定例を資

料３に示す。 

【資料３】 「判断基準」設定の具体例 

評価規準（「読む能力」） 

○ 読む能力 

   「たんぽぽのちえ」について，時間的な順序を表す

言葉，様子，理由を関係付けながら内容の大体を読み，

自分が選んだ「植物のちえ」について時間的な順序，

様子，理由を関係付けながら説明している。  

 （読むこと イ） 

思考，判断に基づく表現内容（評価の対象） 

○ 自分で選んだ「植物のちえ」を説明する「○○のちえ

ブック」（ワークシート） 

判断の要素 

ア 時間的な順序 

  （時間的な順序を表す言葉）    

イ 様子と理由の因果関係 

  （様子や理由を表す言葉） 

判断基準Ｂ（おおむね満足できる状況） 

ア 時間を表す言葉を見付け，様子（～のです。）と理由（～

からです。）を区別しながら，「たんぽぽのちえ」の内容

の大体を読んでいる。 

  時間を表す言葉を「ちえブック」にまとめている。 

イ 「問い」と「答え」の関連を手掛かりにしながら「た

んぽぽのちえ」の内容の大体を読んでいる。 

  植物が,ちえを働かせる様子と，その理由を「ちえブッ

ク」にまとめている。 

 

 資料３の「判断基準」で児童の第三次での言 

語活動（資料４）を評価する。「黄色い花がかれ 

たあとに」，「すると」のように時間的順序を表 

す記述が見られ，時間的な順序を意識した情報 

の整理ができていることから，判断基準Ｂアに 

到達している状況であると評価できる。また， 

「ちえを働かせる様子」と「その理由」の因果 

関係を意識した内容の記述になっており，「･･･ 

･･･のです。」という理由を表す文末表現も見ら 

れる。このような状況から判断基準Ｂイに到達 

していると評価できる。 

 もし，いずれかの基準に到達していない状況 

が見られた場合は，具体的な補充指導を行い， 

確実に設定した基準に到達できるようにする 

ことが重要である。 

 実現できた言語活動を通して，児童に「この 

単元を通してできるようになったこと」，「学習 

をどんな場面で生かせるか」などの観点で学習 

を振り返らせ，学習の価値付けを図りたい。自 

らが価値付けできた学習内容こそ，実生活で活 

用できる言語能力となる。 

様
子 

理
由 

時
間
的
な
順
序 

【資料４】 第三次での児童の言語活動 



５ 身に付けたい力を明確にした教材研究 
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 これまで，新学習指導要領に示された「何が 

できるようになるか。」という学力観に基づく 

「活用する力」の育成を意識した授業改善のポ 

イント（単元構成の工夫や評価の工夫）につい 

て述べてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 資料５に示すように，新たな学習指導要領に 

おいても言語活動を通して言語能力を育成す 

るという考えは一層明確にされた。 

言語活動を通して指導事項を学ぶという単 

元構成を実現するためには，単元に設定する言 

語活動の実現が，身に付けさせたい力とどのよ 

うにつながるのかを明らかにする必要がある。

身に付けさせたい力（指導事項）を踏まえた教

材研究進めることで，教科書教材で取り扱うべ

き叙述やどのような言語活動を通してどのよ

うなことを学ばせるのかが明らかになってく

る。単元に設定した言語活動を実現するために

活用する〔知識・技能〕はどのようなものか，

それを活用してどのような視点で〔思考・判

断・表現〕させるかということが，授業を構成

する際の重要なポイントになる。 

具体的に，小学校第２学年の説明的文章教材 

「たんぽぽのちえ」の教材分析の手順や観点及

び教材分析の実際を，以下のとおり示す。 

 

 ○ 教材研究の手順 

        指導事項の確認 

 

 

 

 

        身に付けさせたい力の具体化・重点化 

 

 

 

 

 

 

  

 

        教材分析の具体（教材分析表） 

 言語活動の充実を図り，生きて働く言語能力

の育成を目指す授業改善の推進を期待したい。 

 

 

（教科教育研修課 宮脇 一郎） 

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通

して，国語で正確に理解し適切に表現する資質・能

力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)  日常生活に必要な国語について，その特質を理

解し適切に使うことができるようにする。 

(2)  日常生活における人との関わりの中で伝え合

う力を高め，思考力や想像力を養う。 

(3)  言葉がもつよさを認識するとともに，言語感覚

を養い，国語の大切さを自覚し，国語を尊重して

その能力の向上を図る態度を養う。 

（※強調は，作成者による。） 

 

【資料５】新小学校学習指導要領の国語科の目標 

ステップ１ 

イ 時間的な順序や事柄の順序などを考

えながら内容の大体を読むこと。 
小学校第１学年及び第２学年「Ｃ読むこと」

（説明的な文章の解釈に関する事項） 

ステップ２ 

〔知識・技能〕 

Ａ 時間の経過を表す言葉 

Ｂ 主語と述語 

Ｃ 理由を表す文末表現 

〔思考・判断・表現〕 

Ｄ 時間の順序に着目した内容の読み取り 

Ｅ 「様子」と「理由」の因果関係の把握 

（段落の役割） 

ＡからＥを観点に教材文を分

析していくことになります。 

ステップ３ 


